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（〕合同研究会　11月7日　午後5時半より

プログラム、会報両委員会合同研究会を催し、会長、

幹事の出席を待て、約5ケ月間の反省と向後「より興

味ある、有益な、読みやすい」スピークと会報編集に

非常に意義ある研究であった。

比席者　三浦会長、小池幹事、早坂君、吉村君、渡

部君、田中君、嶺岸君、伊藤君、黒崎君

0卓　話　「鶴岡の機業について」会員芸網君

鶴岡の機業は享保年間（今から約140年前）藩主酒井

公が、京都の西陣より熟練工を招き指導普及したのが始

まりと云われて居ります。

明治28年に輸出羽二重の製鰍こ成功して、輸出問屋の

居る横浜、神戸から遠隔の地である当地に、輸出穀物の

産地としての基盤を作って居りました。その後年々生産

も多くなりました。明治35年、斎藤外市民十数ヶ年の長

期に捗り、苦心研究して居った力鍛磯の発明完成し、斎

外式動力織機として機業界に一大革新を乗たし、生産も

1段と高まりました。覗治37年には磯業戸数90余、緻磯

台数960余台と当市機業も盛んになりました。暖治41年

には日本にだけ見られる羽前朱子が初めて製鼓され、同

時に斎藤翁の考案による、特殊の織物整理機が出来、羽

前朱子に独特の風合いを作り出し、名声とみに上って輸

出も清澄でありました。

明治末期～大正と多少の変遷あって、大正8年、讃業

場、会社等37に織機台数2，538台と膨張し、恵まれた環

境と独特の加工技術、真面目な製織技術が高く評価され

ました。その後経済変動、戦争と幾多の変遷ありました

が、沼和18年の残業整備6割供出で、当市の機業も僅か

に819台の織機を留保し、苦斗して来ました。

戦後貿易再開、企業復元等を経て、現在7企業所、織

機1，107台、生産高年間3万疋、15億円となって居りま

す。生産品榎も朱子、シャンタン、陸地、クレトブ等で

私の工場はクレープを主として居り、本絹以外合成法維

3割5分位生産して居ります。

網毒物が時代おくれ甜隅産業とよく云われて屠ります

が、我々機業を扱っている者から見ると、網は他の殻舵

の追従を許さない面があり、すぐれた女王的存在となっ

て居ります0

欧米では2年前からシルク、ブームを起して居り、為

めにニューヨークに滞貨増を釆たし、昨年後半より輸出

不振を宋たして居りますが、もう滞貨も処分されていま

すので、ポッボツ輸出も契約出来ると考えております。

粥は海外では優葉である点、又金持ちに見えると人気

があります。内地人でも晴着に使っている事でも解りま

すが、まだまだ嗜好はおとろえていないと思います。

生糸の生産は世界で日暮は59％、中共21％、ソ連9％

となって居り、ソ連、中共は目下培増計画を立て、増産

に大童であります。

1般産業が高度に進んで、賃金、物価の高遠等で経営

も容易でない実態でありますが、窮穀物の認識を地元の

各位から充分理解して頂き、鶴岡市としての重要産業で

あります機業を、今後共盛りたてて行く様、何分の協力

を炉います。

4　つ　の　テ　スト

1．真実かどうか

2．みん夜に公平か

3．好意と友情を深めるか

4．みん意のために在るかどうか
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村田ビジター　御事業御繁昌の為遅刻

ミ⊃本日の献立

刺身、肉の塩シチエ

鮭の新豆汁、白菜、御飯


